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振り返りワークショップ(YWT)
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本ワークショップの概要

目的　　　　：取り組んだことから何を学び、次にどのように 
　　　　　　　繋げるのかを決めるワークショップ 

所要時間　　：30分 

利用シーン例：マネージャー同士での振り返り 
　　　　　　　チーム内での振り返り 
　　　　　　　リーダー自身の内省 

必要なもの　：筆記用具、ワークシート
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エンゲージメントへの取り組み

Vision

明確な目標や 
理想像の共有

Check

チームの状態を 
可視化、共有

Review

定期的にチームの 
ふりかえりを実施

Action

アクションを 
実行し改善

エンゲージメントを上げるため、良いチームでは、 
目標を共有し、定期的に振り返りをしています
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エンゲージメントへの取り組み

Vision

明確な目標や 
理想像の共有

Check

チームの状態を 
可視化、共有

Review

定期的にチームの 
ふりかえりを実施

Action

アクションを 
実行し改善

エンゲージメントを上げるため、良いチームでは、 
目標を共有し、定期的に振り返りをしています

この過程を“YWT” 
という手法を使ってみます
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YWTとは

YWTとは、やったこと/わかったこと/次やってみること 
の略で、振り返りのフレームワークです。  

やったこと、そこからわかったことを書き出し、 
それらを踏まえて次やってみることをあげて、 

よりよい組織を目指します。
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ワークシート（別紙参照）
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ワーク①ー個人

声に出さず、周りを見ずに 
ここ最近や今月、メンバーに対して 
ご自身がやったことや心がけたことを書き出しましょう

分時間 3
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ワーク①ーペア

隣の人と 
ここ最近や今月、メンバーに対して 
ご自身がやったことや心がけたことをシェアしましょう

分時間 3
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ワーク②ー個人

声に出さず、周りを見ずに 
ここ最近や今月、メンバーに対して 
ご自身がやったことや心がけたことから、 
わかったことを書き出しましょう

分時間 3
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ワーク②ーペア

隣の人と 
ここ最近や今月、メンバーに対して 
ご自身がやったことや心がけたことから、 
わかったことをシェアしましょう

分時間 3



 11

ワーク③ー個人

wevoxにログインし、 
これまでの自分のチームの結果を振り返りましょう。 
やったことやわかったことも追記しても良いです。

分時間 3
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ワーク④ー個人

声に出さず、周りを見ずに 
数値と先ほどのワークを踏まえて、 
次ご自身がやってみることを書き出しましょう。

分時間 2
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ワーク④ーペア

声に出さず、周りを見ずに 
数値と先ほどのワークを踏まえて、 
次ご自身がやってみることを書き出しましょう。

分時間 2
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ワーク④ー全体

1人1分ほどで、2,3人一組で、 
次やってみることとその背景について共有してください。

分時間 2


